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李
柏
尺
牘
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五
月
七
日
、
海
頭
西
域
長
史
、
関
内
侯
李
柏
頓
首
頓
首
。
別
来
□
□
恒
不
去
心
。
今
奉
台
使
来
西
、
月
二
日
到
（
此
）
海
頭
。
未
知
王
消
息
、
想
国
中
平
安
。
王
使
廻
復
羅
、
従
北
虜
中
与
厳

参
事
往
、
想
是
到
也
。
今
遣
（
相
）
使
符
大
往
相
聞
、
通
知
消
息
。
書
不
悉
意
。
李
柏
頓
首
頓
首
。

李
柏
尺
牘

①538B
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百
年
前
ま
で
の
中
国
の
人
々
は
、
石
碑
の
拓
本
や
明
清
代
の
書
家
が
書
い
た
も
の
を
見
て
書
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
学
習
態
度
に
変
革
を
起
こ
し
た
の
が
漢
晋
代
の
肉
筆
文
書
の
発
見
で
し
た
。
木
簡
の
発
見
は
唐
代
に
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
が
、
記
録
を
と
ど
め
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
学
問
が
そ
の
後
ろ
盾
と
な
ら
な
か
っ
た
た
め
で
す
。

し
か
し
、
二
十
世
紀
初
頭
に
確
立
さ
れ
た
学
問
は
こ
の
発
見
を
大
変
重
要
な
も
の
と
周
知
さ
せ
た
の
で
す
。

　

木
簡
や
残
紙
は
中
国
へ
の
訪
古
旅
行
と
中
国
奥
地
へ
の
探
検
に
夢
を
描
い
た
「
オ
ー
レ
ル
・
ス
タ
イ
ン
（
収
集
品

は
イ
ギ
リ
ス
の
大
英
博
物
館
に
収
納
）」「
ス
ウ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
（
以
前
、
大
分
の
ト
キ
ハ
会
館
二
階
で
ヘ
デ
ィ
ン

展
が
開
催
）「
橘
瑞
超
（
西
本
願
寺
の
大
谷
光
瑞
が
組
織
し
た
大
谷
探
検
隊
の
隊
員
。
楼
蘭
な
ど
で
数
多
く
発
見
）」

の
三
人
の
人
々
ら
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

大
谷
探
検
隊
の
橘
さ
ん
が
発
見
し
た
資
料
を
三
度
ば
か
り
、
龍
谷
大
学
に
行
っ
て
見
学
し
ま
し
た
。

一
九
九
四
年
九
月
三
十
日
に
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
晋
代
の
李
柏
尺
牘
①
（
写
真
は
部
分
）
の
ほ

か
に
残
紙
七
、八
十
枚
を
②
の
よ
う
に
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
胸
が
震
え
る
思
い
で
し
た
。
完
全
な
形

で
残
っ
た
李
柏
尺
牘
の
二
種
類
は
軸
に
表
装
さ
れ
、
あ
と
の
も
の
は
一
つ
一
つ
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
っ
て
い
ま
し

た
。
墨
色
は
青
墨
で
あ
ま
り
濃
く
な
く
美
し
い
色
で
し
た
。
と
て
も
意
外
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
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私の今日の倖せは

美しい瞳をみれること

輝く瞳を守れること

きれいな涙をふけること

私の心もときめくこと

「しあわせ」
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